
��
第１３５５号

1／�3年�２００３�
（平成１５年）�人

口
と
世
帯�

人口�

世帯�

男�
女�

３９４,１１９人�

１５８,７４０世帯�

１９５,６７０人�
１９８,４４９人�

　（前月より４５３人増）�

（前月より２０４世帯増）�
　（１５年２月１日現在）�

大
学
・
地
域
連
携
方
策
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

地�

域
と
の
ま
ち
づ
く
り�

知�

の
拠
点
・
大
学
と�

今
後
も
市
民
満
足
度
向
上
の
た
め　

　
　
　
　
　

継
続
的
な
改
善
を
実
行２月１４日、ISO９００１の認証を

取得しました　　　　　　

各関係者が市役所で捜査協力協定を締結しました

　

多
く
の
市
民
が
利
用
さ
れ
る
市
民
課

窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
に
、
昨

年
１
月
末
、
寺
田
市
長
に
よ
り
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
認
証
取
得
の
キ
ッ
ク
オ
フ
が

宣
言
さ
れ
、
市
民
課
に
お
い
て
市
民
満

足
度
向
上
の
た
め
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後　

月
に
品
質
方

１０

針
を
策
定
し
、
品
質
目
標

を
①
事
務
処
理
の
効
率
化

を
進
め
、
来
庁
者
の
待
ち

時
間
を
減
ら
し
て
市
民
満

足
度
を
向
上
さ
せ
る
②
市

民
の
視
点
に
立
っ
た
さ
わ

や
か
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
い
、
市
民
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
と
定
め
、
「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
品
質
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
基
に
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

そ
の
間
、
「
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
設
置
」
「
フ
ロ
ア
案
内
板
の
改
善
」

に
よ
る
待
ち
時
間
短
縮
や
、
「
接
遇
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
・
研
修
に
よ
る
接

遇
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
等
、
品
質
目

標
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
と　

月
に
は

１２

来
庁
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
市
民
課
を
利
用
さ
れ
る
方
の
声

を
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度
、（
財
）日
本
適
合
性

認
定
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
の
認
定
を
受
け

た
審
査
登
録
機
関
か
ら
（
１
）
シ
ス
テ

ム
の
適
合
性
（
２
）
品
質
目
標
の
運
用

管
理
（
３
）
文
書
・
記
録
の
管
理
（
４
）

内
部
監
査
や
是
正
処
置
の
状
況
等
に
つ

い
て
登
録
審
査
を
受
け
た
結
果
、
Ｉ
Ｓ

品質マネジメントシステムとは
　市民から求められた仕事を適正に行うととも
に、ミスやトラブルを減らし、事務処理の迅速
化を図り、市民満足度の向上を目指した「計画
・実施・是正・見直し」の構築をいいます。
 ISO とは
　国際標準化機構（International Organization 
for Standardization）の略でスイスに本部を置
く国際機関です。モノやサービスなどの国際標
準（規格・基準）を決め、国際取引の円滑化を図
っています。
 ISO９００１とは
　国際規格のうち、顧客の満足と期待に応える
品質（要求事項）を実現するため、継続的に改
善していく仕組み（マネジメントシステム）を
国際的に標準化した規格です。

　

市
で
は
、
警
視
庁
町
田
警
察
署
、
社

団
法
人
東
京
乗
用
旅
客
自
動
車
協
会
三

多
摩
支
部
町
田
地
区
会
（
斉
藤
壽
夫
会

長
）
と
２
月　

日
、
「
徘
徊
等
に
よ
り

１４

行
方
不
明
に
な
っ
た
高
齢
者
等
の
捜
査

協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
同
三
多
摩
支
部
町
田
地
区
会

に
は
、
カ
ン
ツ
リ
ー
交
通
（
株
）
、
小

　

町
田
市
、
相
模
原
市
で
は
、
地
域
の

大
学
、
N
P
O
な
ど
の
機
関
と
「
大
学

・
地
域
連
携
方
策
研
究
会
」
を
設
け
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
大
学
の
役
割
に

つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

度
、
「
知
の
拠
点
・
大
学
と
地
域
と
の

ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
多
方
面
か
ら
ゲ
ス
ト
を
招
き
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

○
開
催
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
後

２２

３
時
〜
５
時　

分
３０

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
７
階
ホ

ー
ル

○
内
容　

基
調
講
演　

阿
部
和
彦
氏

（
日
本
開
発
構
想
研
究
所
理
事
）

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

パ
ネ

ラ
ー　

足
立
寛
氏
（
進
研
ア
ド
月
刊
B

e
t
w
e
e
n
編
集
長
）
、
瓜
生
ふ
み

子
氏
（
N
P
O
法
人
C
C
C
N
E
T
代

表
理
事
）
、
麦
倉
哲
氏
（
東
京
女
学
館

大
学
国
際
教
養
学
部
助
教
授
）、山
岸
秀

雄
氏
（
N
P
O
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理

事
長
）

○
定
員　

１
５
０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
き
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
（
氏
名
、
連

絡
先
電
話
番
号
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
お
伝
え
下
さ
い
）

○
申
込
受
付
期
間　

３
月
３
日
〜　

日
１８

の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

３０

○
申
込
先　

企
画
部
企
画
調
整
課
11

７
２
４
・
２
１
０
３
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
スk

ik
ak
u
_
m
@
city
.m
a

ch
id
a.to
k
y
o
.jp

田
急
交
通
南
多
摩
（
株
）
、
神
奈
中
ハ

イ
ヤ
ー
（
株
）
、京
王
自
動
車
（
株
）
、

相
模
中
央
交
通
（
株
）
、
千
代
田
自
動

車
（
株
）
、
冨
士
交
通
（
有
）
の
７
社

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
徘
徊
高
齢
者
等

の
行
動
半
径
は
広
く
、
と
り
わ
け
日
が

落
ち
暗
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
安
否
が
気

遣
わ
れ
ま
す
。
町
田
地
区
会
加
盟
各
社

の
車
は
夜
間
も
市
内
を
走
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
の
協
力
協
定
の
締
結

で
捜
査
協
力
活
動
の
輪
が
広
が
り
、
よ

り
早
期
の
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
介
護
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

　

市
民
部
市
民
課
で
は
、
さ
わ
や
か
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
品
質

方
針
を
策
定
し
、
I
S
O
９
０
０
１
の
認
証
取
得
を
目
指
し
て
昨
年　

月
か
ら

１０

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
月　

日
、
同
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
認
証
を
取

１４

得
し
、　

日
に
登
録
証
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２４

さわやかな窓口サービスのために
市民部市民課（本庁１階窓口）が�

品質マネジメントシステム�
ＩＳＯ９００１�ＩＳＯ９００１�の認証を取得�

町田市・町田警察署�

徘 徊 高 齢 者 等 の �
捜査協力協定を締結�
徘 徊 高 齢 者 等 の �
捜査協力協定を締結�
徘 徊 高 齢 者 等 の �

東京乗用旅客自動車協会三多摩支部町田地区会�

捜査協力協定を締結�

かい�はい�Ｏ
９
０
０
１
‥
２
０
０
０
年
版
（
最
新

版
）
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

市
民
課
で
は
こ
の
認
証
を
受
け
、
今

後
も
市
民
満
足
度
の
向
上
の
た
め
に
継

続
的
な
改
善
を
実
行
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
安
心
と
信
頼
、
納
得
と
満
足
が

得
ら
れ
る
窓
口
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。


